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西部南極大陸に於ける雲氷学的研究 r
アメリカ合衆国南極観測に関する概説

清水弘

(低温科学研究所雪害科学部門)

(昭和38年 12月受理)

1. まえがき

筆者は USARP(U. S. Antarctic Research Program，アメリカ合衆国南極観測計画)の雪氷

学研究員として， Operation Deep Freeze (冷凍作戦)-61(1960-61)，同-62(1961-62)に参加した。

1960年 10月9口，アメリカ空軍輸送機でワシントンをたち， 10月14日l南極地域アメリカ

観測隊の主要基地 McMurdo(77051' S， 166
037' E) iζ着いた(経由:サンフランシスコーホノ Jレ

Jレーカントン島ーフィジー島ークライストチャーチ)0 11月 14口Byrd基地 (79059'S， 120
001' 

W)から EllsworthHighland Traverse (エjレスワース・ハイランド調査旅行)に参加して雪氷観

測を行ない， 1961年2月11日CampMinnesota (73029' S， 94
028' W)に到着，飛行機で Byrd

基地l乙J用って越冬し，基地雪氷観測を行なった。 越冬後 11月24日，再び CampMinnesota 

k飛んで AntarcticPeninsula誌一持 Traverse(南極半島柑調査旅行)i乙参加し， 1962年2月5日

Camp Ski Hi(スカイ・ハイ)に着き，飛行機で Byrd及び McMurdo基地に撤収した。南極を離

れたのは 2月26日であった。

南極大陸は Ross海-Weddel海を結ぶ線の西経側は西部南極大陸，東経側は東部南極大

陸と呼ばれ，アメリカ観測隊が活滋な行動を行なっているのは主に西部南極地域である。

極地の観測活動は，乙れを可能にしている支援活動と切離して考える乙とはできない。ア

メリカ隊の南極観測が，どのような支援のもとに，如何に活綴に行なわれているかを知ること

は，観測結果のよりよい理解iと役立つであろう。アメリカ政府は，南極調査に対して巨額の予

算を投入し，海軍も極めて大規模な支援作戦を行なっているが，その構成・展開の実際市で新

しく知ることが少なくなかった。

又一方，アメリカの南極地域l乙於ける活動が単lζ現在の物量的支援だけの所産ではないこ

とが焔感された。現在の大規模な南極活動が 180年に及ぶアメリカ人の南極探険の歴史に裏

*北海道大学低温科学研究所業績第666号
料 Palmer半島の別名。乙の報告では，主l乙乙の名称を用いる。
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付けられ，特に Byrd以来の有機的な計画の発展lζ基づいていることは看過できない。

従ってこの報告を 2部lと分け，第I部ではアメリカの南極史を含めた南極活動一般につい

て，第IIf，[1では観測結果について述べる。

尚，j'flf米lζ際して Byrd基地から別送した越冬期間rtJの観測資料の大部分が輸送rtJIζ紛失

され，後にその一部だけが回収された(この植の事故は，少数ながら他にも発生した)。

II. アメリカ合衆国の南極活動

歴史

1773年 JamesCook (英)は，彼の二度目のw.界周航の途!こ，南緯 71
0
10'Iこ到達した。乙れ

が南極圏内lと印された人類最初の足跡であった。アメリカ人の南極地域への進出は ζの後間も

なく，あざらし船・捕鯨船によって始まったが，探険の形態をとるようになったのは 1820年の

Palmer隊以降であった。その後アメリカの南版探険は個人卒業のまま次第に活滋になり，やが

第 1表 7 メリカ合衆国の南極活動

件、，K1 ロh
i

a
A

ユ 主 な活動 活 動形 態

1790 あさらし船・捕鯨船

Palmer 

Will日 S 伺 人 事 業

Byrd第 1，II次

1939 Ellsworth第 I-IV次

1938 
Byrd第 III次 半官半民支援

41 

1946 Highjump， Byrd第 IV次 国
米海軍南極開発計画

48 Windmill 

1954 IGY準備 IGY委員会 NAS 家

55 
IGY観測基地点調査

" 南極部会
56 
Deep Freeze 1 Byrd第 V次

，/ E 
IGY 事57 

11 HI 
IGY 58 

" lV IGC SCAR USARP 59 

" 60 (NSF) 業60 
rl 61 

61 

" 62 62 

IGY: International Geophysical Year (国際地球観測年)

IGC: International Geophysical Cooperation 1959 (1959年国際地球観測協力期間)
SCAR: Special Comrnittee on Antarctic Research 
NAS: National Academy of Science 

NSF: National Science Foundation 

USARP: U. S. Antarctic Research Program 
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て国家事業にとりあげられてその規模も飛躍的に拡大され，現在に至っている。

1790-1820 (あざらし船・捕鯨船) 明確な記録は余り残っていないが， Capt. Cookの報

告に刺戟された漁師たちが， 1790年の 102隻を始めとして多数南氷洋に出漁した。

1820-21 (Capt. N. B. Palmer， Capt. ]. Davis) Palmerが Deception島発見。 Davisは

Hughes湾に南極最初の上陸。

1829-3 (]. R. Reynolds) 科学者(J.Eights，地質学)の参加した最初の南極探険。

1838-42 (Lt. C. Wilkes) 始めての政府援助による探険。 6隻の軍艦を率いて Bellings、

hausen海に突入し， Thurston島附近に到達した (1960年まで，この海域lこ於ける最深到達記

録)。又，1600 E-980 Eの沿岸周航の結果，南方大陸の存在を始めて提唱した。

1840-1914 乙の間，アメリカ人の南極探険に対する関心は一般に低調となったが，南氷

洋出漁漁船には，個々に探険的な行動をするものがすくなかった。又，乙れらの漁船に便乗し

て小規模な観測がいくつか行なわれた。

1874-75 (アメリカ金星観測探険隊) 亜南極の Kerguelen島で越冬観測。

1915-16 (W. J. Peters) 観測船で南極海域を周航し，磁気観測。

1928-30 (Wilkins-Hearst 隊) 南極半島地域で，南極最初Jの飛行機使用。

1928-30 (R. Adm. Richard E. Byrd一第1;欠 LittleAmerica基地を建設・越冬。南極

点往復初飛行。 Rockefeller山塊， Edsel Ford山塊， Marie Byrd Land発見(飛行機による)。

Queen Maud 山脈の地質調査。

1933-34 (Lincoln Ellsworth-第I次 Ross海-Weddel海横断飛行計画(飛行機故障で

挫折)。

1933-35 (Byrdー第 II次 LittleAmerica-IIを建設・越冬。飛行機・トラクター類を利

用して科学調査活動を拡張した (QueenMaud山脈， Marie Byrd Land)o Ross棚氷上800Sで，

Byrd自身による単独越冬。

1934-35 (Ellsworthー第 II次) 南‘極半島-Ross海の横断飛行計画(悪天候のため挫折)。

1935-36 (Ellsworthー第 III次) 南極半島先端の Dundee島一LittleAmericaの横断飛

行に成功(15日聞を費した)，途中 EllsworthHighland発見。

1938-39 (Ellsworth一第 IV次) 東部南極の飛行で AmericanHighlandを発見。

1939-41 (U S. Antarctic Service Expedition， Byrd一第 III次) 乙の時から，南極探険が

アメリカの国家事業にとりあげられたが，この回は実質的には半官半民支援の探険であった。

Little America-IIIとMarguerit巴湾基地が建設され， Marie Byrd Land西北部及び南極半島

南部の踏査が行なわれた。

1946-47 (Operation Highjump， Byrdー第 IV次) 第 11次世界大戦によって中断されて

いたアメリカの南極探険は，この年から海軍の南極地域開発計画としてとりあげられた。 Byrd

の率いる第 68機動部隊の出動により， これまでの最大の規模となったこの探険は Highjump

作戦と呼ばれ，船舶13(航空母艦1を含む)，飛行機6，人員 4，000人が動員された。 LittleAme-

rica-IVの建設， Ross棚氷・ MarieByrd Land ・EllsworthHighland ・南極点などへの飛行，写
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真撮影が行なわれた。又，海上部隊は 150E-1649'E， 1000 W -1250 W の海岸線を写真に収

めた。

1947-48 (Ronne探険隊及び OperationWindmill) F. Ronne 隊は Marguerite湾に再

び上陸して越冬(女性隊員2名を含む)，飛行機・そりによる踏査を行なった。海軍は砕氷艦2

隻が92
0
E から Marguerit巴湾まで周航し，ヘリコプターを駆使して，海岸損~量及び航空写真基

準点測量をした。この探険で海軍の南極地域開発計画は打切られた。

1954-55 (IGYの準備 IGYを契機に再開されることになったアメリカの南極活動は，

National Academy of Scienceが IGY国内委員会として観測活動の構成に当り，海軍が支援活

動をする ζ とになった。 この年lとは砕氷艦が南極大陸を周航して， IGY観測基地地点を調査

した。

1955-56 (Operation Deep Fr巴巴ze-I，Byrd-第V次， IGYの準備 Byrdは Dufekの指

揮する第47機動部隊を率いて南下し， IGY観測の準備を行なった。乙の IGY観測の支援活動

を，海軍は DeepFreeze作戦と呼んだが，後に観測を含めた南極活動全体の名称となった。

Deep Freeze-Iでは McMurdo航空基地， Little America-Vが建設され，内陸部の航空測量，

極点通過の Ross海-Weddel海の横断飛行が行なわれた。

1956-57 (Deep Freeze-II， IGY) IGY協同観測のために， 5つの基地が新設された。こ

れによりアメリカ隊は

既設基地 McMurdo(補給基地 LittleAmerica-V 

新設基地: 南極点、後 (空輸による建設)

Byrd 陸送 // 

Ellsworth (海上輸送による建設)

Wilkes // 

Hallett州//

の7基地を所有し，科学者69人，設営要員(海軍)317人が越冬して， 1957年7月1日から IGY

観測を開始した。

1957-58 (Deep Freeze-III， IGY) IGY観測の継続。西部南極大陸では 5つのトラパ{

ス(Traverse，大陸旅行:科学調査旅行と補給旅行がある。以下トラパースについては第8表参

照)が行なわれ，科学者69人，設営要員 278人が越冬した。

1958-59 (Deep Freeze-IV， IGY→IGC) IGY以後の南極観測を永続的にするために，

アメリカ隊は基地構成を変え能率的な補給体勢に入った。

又，観測活動の構成は IGY→IGCの移行に伴って， U. S. Antarctic Reseach Programが
新設されて NationalAcademy of Scienceの任務をひきついだ(次節)。

観測活動は前年lこ引続く形がとられ， 6つのトラパースが行なわれた。

1959-60 (Deep Freeze-60， IGC→SCAR) IGY終了に応じて，南極活動の作戦系列番

* 正式名は Amundsen-ScottSouth Pole IGY Station. 
料 ニュージーランド隊と協同観測。
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IGY以後のアメリカ隊関係基地第 2表

後

従来通り，アメリカ隊による

管理・補給が継続される

以IGY 地基

乱1cMurdo

南極点

Byrd 

Hallett* 

ア

メ

リ

カ

隊

駐常非Little America-V 

オーストラリヤlζ委管料

アノレゼンチンに"

Wilkes 

Ellsworth 
山
田
'
A
q

，
 

の

本 Hallettは従来通りニュージランド隊と協同観測

アメリカ科学者も観測に参加する

そ

*ネ

号が序数から年次数lζ変えられ(DeepFreeze-I，一II，…-IV，-60， -61，…)， SCAR勧告による観

測項目拡張を加えた大規模な観測活動が， 31の大学・研究所・政府調査機関の参加によって行

なわれた。乙の年行なわれたトラパースは 3つであった。

支援函では新輸送機 C-130(Hercules)の出現によって，輸送'補給作戦が一段と機動性を

増した。又，雪面下建築の Byrd基地の破損が著しく，現在地の東方6哩の地点に NewByrd 

基地建設が大規模に開始された。越冬は科学者38人，設営要員 157人。

1960-61 (Deep Freeze 61) 観測活動は 53の研究題自に 126人の科学者が参加し，

つのトラパース， 11の地質調査が飛行機による補給をうけながら行なわれ， 40人の科学者が越

3 

冬した。

支援活動では， New Byrd基地建設のため飛行機による物資輸送が，大幅な増加を記録し

た。文，越冬開始後， Byrd基地の交換ソ連科学者L.Kuperovが急性胃潰湯のため越冬不能と

なり，米本国から輸送機 C-130が緊急、出動し 61年4月9日救出作業を了えてニュージ戸ラ

ンドの病院に収容した。 これは南極地域に於ける最も晩い時期の飛行記録である(この日，

Byrd基地に於ける日出一日没は約7時間位で，太陽高度も低く，気温も -30aC位であった。

この救出作業のため，イ也の C-130がクライストチャーチに待機し，砕氷艦 1がニューゾーラン

ドと McMurdoの中聞に配置された)。

1961-62 (Deep Freeze 62) 観測活動は前年と同規模lこ行なわれ， トラパ戸ス 2，地質調

査 10などの野外活動が行なわれた。

南極半島基部l乙CampSki Hiが設置され，夏期観測と共lこ永久基地建設の準備が行なわ

れた。 NewByrd基地が殆んど完成し， Old Byrdは閉鎖ぬ棄された。 McMurdo基地lこ原子力

発電所が建設された。

USARP (アメリカ合衆国南極調査計画)

あざらし船の出漁i乙始まったアメリカ合衆国の南極探険は，時を追って調査・観測の色彩

特に IGYを契機として観測活動が急速に活機となり，南極活動の主要目的をを加えて来た。
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占めるに至った。

IGYの国際協同観測は 1957年7月1円から， 58年12月31日まで行なわれたが，その結

果の重要性により， 引がじいて 59年 12月31日まで観測が延期された。 これが IGC(Interna 

tional Geophysical Cooperation 1959)である。 ζの国際協力観測体勢を IGC以後も半氷久的

に続ける必要性が国際的l乙強く認識されその具体策が建てられた。 IGY，IGC期間中の南極観

測の国際的構成は IGY委員会南極部会が行なっていたが.ここで 1958年 ICSU(International 

Council of Scientific Union)の中に SCAR(Special Committee on Antarctic Research)が新た

に設置され，南極部会の任務を発展的にひき継いだ。

IGY期間中アメリカでは， NAS (National Academy of Science)が IGY国内委員会とし

て観測活動の構成に当っていた。 IGY以後の情勢変化lこ対処して NSF(National Science Foun-

dation)の中l乙USARP(D. S. Antarctic Res巴archProgram)が新設されて NASの任務を引継

ぎ，政府各省の代表者会議と NASの極地調査委員会が諮問機関としておかれた。

南極における研究・観測題目は， SCARの勧告竹乙従って各大学・研究所・政府観測機関

等から自主的i乙応募され，この構成機関の審査を経て採択される持。研究予算は，各年度毎iζ

政府から配分される。

又， 観測支援活動は IGY以後も国防省が継続的lζ担当する乙とになり， 海軍が直按の任

lζ当った。海軍は 1955年，大西洋櫨隊の中lζ南極支援部隊(第 43機動部隊)を編成し，司令部

を夏期行動期]問中はクライストチャーチに，越冬期間中は首府ワシントンに置いた。そして必

要に応じて陸軍， 空軍， 海兵隊， 沿岸警備隊の応援を得て， 次のような支援活動を行なって

いる。

輸送

基地建設と管理

補給

空中偵察

航空写真

気象通信

医療

探索・救助

フィールドパ戸ティーの補給・支援

海洋観測その他の科学活動への参加

南極各基地では基地司令官(海軍)と ScientificLeader (民間人)が任命され，観測活動と支

援活動が統合された。

基地・輸送・補給

IGY期間中，アメリカ隊は 7つの基地を南極大陸内lこ持ったが， IGY終了後，補給作戦の

経済性と能率性から，その中の 3基地を前記第 2表の如くアメリカ隊通年基地から外した。又

Deep F reeze 63期間中lζEights基地が建設され，現在アメリカ隊は 5つの永久基地を南極lこ

持っている (1963年現在)。

尚，第 4表以外lζ，野外調査用の前進キャンプがある(例えば， Horlick山塊の CampOhio， 

* IGYの観測項目は (1)世界日 (2)気象 (3)地磁気付)極光，夜光 (5)イオン層 (6)太陽活動 (7)宇宙線
(8)緯度，経度 (9)雪氷 (10)海洋 (11)ロケット及び人工衛星観測 (12)地震 (13)重力 (14)放射槌の 14で

あったが， SCARはこれに (15)地質 (16)生物 (17)地図作製の 3項目を加えることを勧告した。
特筆者は， Institute of PoJar Studies， Ohio State Universityの研究計画に参加した。
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第 3表 アメリカ合衆国南極観測活動系統

|三CSU 1-1 SCAR 1 

-1 NSF 1-1 USARP 1 
17 ;l ~ t IË~I-I 陳雲震調

-100 m ~ 1-1 ;;l 1) ; H南極支ートヨメ
関機

所

測

学

E
観

大

別

蜘

4

一一

(支援) 陸

一空

軍

軍

一海兵隊

一沿岸警備隊

ICSU: International Council of Scientific Union (国際学術連合会議)

SCAR: Special Committee on Antarctic Research (南極調査特別委員会)

NSF: National Science Foundation 

USARP: U. S. Antarctic Research Program (7メリカ合衆国南極調査計画局)

CB: Construction Battalion (建設部隊，略称海蜂隊)

第 4表 南極大陸に於けるアメリカ隊関係基地 (1963'4'現在)

位地 置 場 所 建設

McMurdo 77051' S 166037' E 31m海岸露岩上 DF*-1 
永
南極点 900 S 2800 内陸一氷冠 DF -II 

ア

メ
久
Byrd判， f I日 79059' S 120001' W 1515 " " 雪面下 If 

基 l:新 80001' S 119031' W " " 
雪洞内 DF -62 
建築

カ 地
Hallettt 72018' S 170018' E 5 海岸露岩上 DF -II 

隊
Eights 75014' S 77010' W 約 500 内陸一氷冠 可動式 DF -63 

基
非 Little America←V 78011' S 162010' W 43 海岸棚氷 DF -1 

地 常 Beardmore tt 83017' S 175045' E う7 内陸"

駐 Little Rockfordtt 790 S 147030' W 651 "ー氷冠

オーストラリヤ Wilkes 66015' S 110031' E 9 海岸露岩上 DF -II 
協同基地
アノレセ、ンチン

Ellsworth 77043' S 41008' W 40 "棚氷 fI 
協同基地

キ OperationDeep Freeze 

件旧 Byrd基地l;tDeep Freeze 62以後拠棄された

t Hallett墓地はニュージランド隊と協同
tt 航空用気象観測所兼緊急着陸施設。夏期間のみ常駐

Jones山塊の CampMinnesota等)。

アメリカ本国とこれらの基地群は，夏期間 (10-2月)は飛行機・船舶の輸送でつながれて

いる。人員・郵便物・緊急物資は飛行機により，一般機材・燃料・食糧は船で McMurdoまで



西部南極大陸l己於ける雪氷学的研究 I 191 

。。

.. 
。

South Pole 
A 90

0
W 

Permanent station 
Advanced base or Refuge 
Cooperative station 
Air transporta ti on 
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第 2図 南極大陸K於けるアメリカ隊関係基地と補給路 (1963年現在)

運ばれ，そとから更に飛行機で各基地l乙運ばれる(第 5-7表，第 2-5図)。

このような輸送力に支援されたアメリカ隊の基地建設を方法的に眺めると

1) Little America， McMurdo (1955) 輸送船の接岸により，建設資材の直接揚陸。

2) 極点基地 (1956) 503 tの資料を McMurdoから 84使の C-124で空輸(投下)。

3) Byrd基地 (1956)雪面下建築 Army-Navy Trailを編成し，飛行機による補給をうけ

ながら， トラクタ戸，雪上車，そりで機材を陸送。一部 C-124による空輸(投下)。

4) New Byrd基地 (1962)積雪トンネル内に建築。(グリーランド， Camp Century型)

全機材を C-130(着陸)， C-124 (投下)で McMurdoから空輸。

Deep Freeze-61 422 t/44便

-62 2983 t/258使
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第 5表 Deep Freeze 61， 62 ，乙使用された飛行機・船舶

種 類 l町沖
R 5 D(DC-6) 

C-118 

飛
SC-54 2 

(Super Constellation) 
2 

C-130 (Hercules) 3 4 

行 C-124 (Globemaster) 10 11 

R4D(DC-3) 4 4 

P 2 V (Neptune) 3 3 

機ヘリコプター 4 6 

UC-(Otter) 3 4 

計 I 29 I 37 I 
民 悶 船

船タ ン カー 2 

輸 送 船 3 3 

砕 71< 艦 4 4 

舶駆 逐 艦

言十 ¥ 16 I 17 ¥ 
* Operation Deep Freeze 

材 NewZealand 

t McMurdo 

輸
USA.....NZ料 40時間tt 9月一4月

送 NZ.....McMt ¥9-15時間 ¥9月末2月末

(着陸補給) NZ.-..McM 6-10時間 10月初

(内陸空中投下) H 内陸基地 4-8時間 2月中

空中偵察・フィーノレドパ
南 11 

ーティー支援
月

航空写真 極

地
2 

小支援フィーノレドノマーティー
域

初月

¥U山ぜZ¥ 2週間

燃料輸送 USA 12 
: 月

貨物 " NZ 

砕氷及び貨物輸送 kfc1 恥t
1-2週間 4 

月

|南極海域|

tt ワシントンーサンフランシスコーホノルルーカントン島叉はフイジー島ークライストチャーチ

第 6表 Deep F reeze 61， 62の輸送(その 1)一一アメリカ本土叉はニ
ュージーランドー→McMurdo(船荷の一部は Hallettで荷揚)

輸 送 貨 物 芳4 料 人 員

タ ンカー 1 (3便) 390万ガロン

輸 送 船 3 

DF*61 I 砕 氷 艦 4 
9，021 t 115人

飛 行 機 828 t 1，102人

9，849 t 390万ガロン 1，217人

lJ ンカー 2 (4便) 515万ガロン

輸 送 船 3 

DF62 I 砕 氷 艦 4 
10，425 t 152人

飛 :fI ・ 機 748 t 1，559人

計 11，173 t 515万ガロン 1，711人

ネ OperationDeep Freeze 
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第 7表 Deep Freeze 61， 62の紛送(その 2)一一一McMurcl-→内陸各基地及びブイ

ーノレドパ…ティー支緩(輸送はすべて飛行機 C-130，C-124， R4D による

輸 送

McM*→南綴J~\

-→Byrcl 

DF61 I その他

DF62 

言十

McM->南級点

->Byrcl 

→SkiHi 

その他

言|‘

ホ McMurclo

貸

652 t 

971 t 

210 t 

1，783 t 

** New Byrcl建設用lζ2，983t/258使

4羽

796 t 

3，375 t** 

67 t 

245 t 

4，483 t 

第 3図 C-130 (Hercules) 4発ターボプロップ機

伊A 料

8.1万ガロン

16.5 " 
0.4 " 

25万ガロン (1，090t) 

第4図 R4D(DC-3) 

第 5図 C-124(Globemaster) 

人

340人

393人

2，160人

2，893人

554人

1，203人

4，523人

ふ280人

193 

員

5) Eights基地 (1963)百Ji!ii) lt'I C-124 による燃料投下に引 t~:tl、て， McMurcloで組立て，

内装を完了した建築をそのまま C-130で現地点lこT目的。 Byrd基地から陸送されたトラク

タ{が，それらを所定位践に移動配列して完成。必'}g(こ応じて， トラクタ，ーで移動する

mobile stationの試作である。

これらいくつかの輸送作戦の実例によっても，飛行機輸送がアメリカ隊の極地活動を大型

化していることが窺われるが，又，飛行機の支設が観測活動(特lこフィーノレドパーテイ~)の行

動範聞を大幅に拡張し，機動的lこしていることにも注立される。後述のアメリカ隊大陸旅行一方

式はその好例である。
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Antarctic Peninsula Traverse (南極半烏調査旅行， APT， 1961-62)は1m人の CampMinne-

sotaでの旅行隊集結から始まった。 Byrd基地から現地に先行した R4D(DC-3)が，気象状況

を McMurdo?cラジオ連絡して滑走路を整備し， 3機の C-130が「号上11:[3台，人員5名，燃料

食糧その他トラパース機材を積んで， McMurdoから往復5000kmを6使飛んだ。乙のように

して， R4Dで先行した 2名が着いてから 201時間で， APTの人員・新車制・機材すべてが，

出発点lζ集結された。

観測・研究活動

南極に於ける観測活動は季節によって次のような形をとっている。

一基地観測 l一大陸調査旅行

一野外観測(フィー jレド・ノ"'~テイ戸)一|一地質調査
夏一.~ ，，:. ~: ~~'.~ . ， I 
一海洋観測 lーその他

一航空写真(海軍)

冬 基地観測

夏期間の愉送は 10月lζ始まり， 2月lと終るが，夏，tl]]観測としては 2・3カ月の計画が多い。

フィーノレド・パ戸テイ{の行動期間は 11月 1Uから 2月 1日までの 3カ月聞が原員IJとされ

ているが，実際lζは，支援活動の可能な限りの行動がなされている(例えば EllsworthHighland 

Traverse 1960-61， 及び AntarcticPeninsula Traverse 1961-62の撤収は犬々 2月 1211， 2月

8日であった)。 ζのような柔軟性のある作戦は， 極地での活動能率を一回高めていると言え

よう。

南極での野外作業は， 11月まではかなり厳Lい気象条何下にさらされることが多い。時期

が早いほど，緯度が高いほどその条件はきびしくなる (PolarPlateau Traverse， 1962-63，の行

動予定は， 12月1日極点基地出発であった)0 12月後半から 1月にかけては気品も上昇し，行

動も最も容易な時期である。アメリカ隊の夏期研究員は，本国から 5日前後の旅行で温暖期の

極地に到着し， 2・3カ月間の観測を行なって，冬の来る前に再び本同に帰ることができる。 ト

ラパ{ス隊員の大部分は夏期研究員である。アメリカ隊の夏期観測活動は，極地の抗日友期を最

も能率的に利用していると言えよう。

日本隊の場合，第5次隊(村山隊)は上陸後越冬前lとデポ設置の小旅行を行宇なった。越冬後

(昭和基地は冬明けの早い利点はあるが)10月4日内陸に向ってトラパースを開始したが，船の

到着と基地撤収準備のため温暖期に入ったばかりの 12月 19日には基地に帰投していなければ

ならなかった。温暖期には，人員の交替と補給活動に忙殺され，研究・観測はそれ以外の時期

にせざるを得ない。この大きなハンディキャップは，輸送力・補給力(地理的条件も含めた)に

由来している沢であるが，栂地活動の行動車1:が，支援力に如何に強く支配されるかを明瞭に示

している。

IIl. 大陸旅行(トラパース)

南極(ζ於けるアメリカ隊の大陸旅行は Byrd一第 I次探険 (1929-30)の Gouldによる
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Queen Maud 山脈地質調査行l乙端を発した。大陸旅行は，その目的によって 2つに大別される o

1) 科学調査旅行(主として GeophysicalTraverse) 

2) 輸送旅行(主として大型トラクター類をl愉送する LogisticTraverse) 

Logistic Traverse も一般に，簡単な科学観測~ (気象，稀lζ雪氷学など)を伴う。

方法的には，雪上車の隊列による OversnowTrav巴rseが普通であるが，観測地点を飛行機で、

移動する AirbornTraverseも少数行なわれている。現在までに行なわれたアメリカ隊の大陸

旅行を(第 8表，第 6図H乙示す。

筆者は， El1sworth Highland Traversε(EHT， 1950-51)及び AntarcticPeninsula Traverse 

(APT， 1961-62)の2つの科学調査旅行に参加したので，その際得た知見を中心lζ，アメリカ隊

の大降旅行一般について述べる。

第 8表 アメリカ隊の大陸旅行

年代 作戦名

1929-30 Byrd-1 

1940-41 Byrd-JII 

1947-48 Windmiil 

1956 DFキ rr

19ラ7-58 DF-fl[ 

1958-59 DF -lV 

1959-60 DF -60 

1960-61 DF-61 

1961-62 DF -62 

* Operation Deep Freeze 
料 Litt1eAmerica-V 
t Airhorn Traverse 
( ) Logistic Traverse 

7 ノミ ス

Queen Maud R:mge Geological Survey 

2 U. S. Antarctic Service Expedition Party 

3 Ronne-Ekluncl Traverse 

4 AngJo-Am巴ricaParty 

(5) LA-V料 -ByrdTraverse (Army-Navy trail) 

6 Ross Ice Shelf Traverse 

7 Byrd Lancl 

8 Filchner Ice Shelf 

(9) LA-V-Byrd 

10 t Victoria Land 

11 Horlick Traverse 

12 Executive Committee Range 

13 EJlsworth-Byrd 

14 LA-V-Victoria Land 

15 Ross Ice Shelf 

161" Executive Committee Range 

17 Victoria Land Traverse 

18 Amundsen Sea 

19↑ 880W 線

20 McMurdo-South Pole Traverse 

21 Ellsworth Highland 

(22) Byrd-South Pole "(Navy traiJ) 

23 Antarctic PeninsuJa Traverse 

(24) LA-V-Byrd 
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90
0W 

一-3一一 OlJersnowtralJerce No.3 
(see Tロbl<?8) 

一一ー一一 Airborntroverse 
Foreign traverse 

清水弘

第 6図 アメリカ隊の大陸旅行。ノレート番号は第8表のトラパース番号p:::対応する

空中偵察

旅行出発lζ先立ち，踏査予定地域の雪而状況，地形，特l乙Nunatak(露宥峰)，クレパスな

どについて飛行機による偵察が行なわれた。 これには低速の R4D (DC-3)が使用され， 300-

1000mの高度範囲を， 200km/時程度で 10-15時間の飛行であった。離陸前lζ時計の読合わ

せが行なわれ，機内の前後・た右舷l乙配置された観測民(トラパース隊員)が5分符の観測を記

録し，又，航空士のレーダ戸観測が併行された。これらのすべての記録が時刻照合によって航

路図に記入され， トラパース・lレ戸トが検討された(記録に際して PolaroidLand Cameraの

使用は極めて有効で、あった)ο

トラパース隊の編成，補給

Ellsworth Highland Traverse (EHT， 1960-61)及び AntarcticPeninsula Traverse (APT， 

1961-62)は Wisconsin大学によって計画された GeophysicalTraverseであり，仙の機関から

必要人員が参加した(これは，アメリカ隊の一般的なトラパース編成法である)。その人員1~f成

を次に示す(*はトラパ{ス・りーダ戸)
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地震

地長・重力

機械

Wisconsin大学

F 

F 

足1"
~ Ohio )'¥'1立大学氷

John R. T. Molholm // 

Herb巴rtMeyers 地磁気

Robert R. Feyerharm 気象

Feyerharmは最初の 3週間だけ参加

APT 

教JohnC. Behrendt 

Perry E. Parks 

Lee W. Kreiling 

清水 弘

John R. T. Molholm 

F 

USCGst 

USWBti 

地 震 Wisconsin大学

地震・重力

機械

F 

F 

ιS' 
三ヨ Ohio州立大学クk

F F 

第 9表 トラパースの草輔編成例区HT，APT) 

Sno-Cat ヨI牽

観測器材
. 

号 車 ダイナマイト

(クレパス探知器付)
Rolie Trailer 

一般装備
E 

燃 料

H 食 堂 車

2 号 車 地震用ドリノレ車

T ト ン繍 2 食 糧

3 号 車 修寝工場車 燃料・ハーマンネルソン

(地震測器・重力測器取付) ト ン橋 2 その{也

観測器材

Rolie Trailer 
ダイナマイト

号 車
一般装備

A 
燃 料

P 食 堂 E手

2 号 寧 ト ン棒 2 食 糧

T 冷蔵庫車 スノーコア一保寄用

3 号 車 修理工場車 燃料・ハー 7 ンネノレソン

(地震測器・重力測器取付) ト ン橋 2 その他

t u. S. Coast and Geodetic Survey 
tt u. S. Weather Bure旦u
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Peter J. Wasilewski 

Conrad G. Merrick 

清水弘

地磁気 USCGS 

itllJ 量 USGSi

旅行隊列の編成は， 3台の Sno-Cat(Tucker Sno-Cat社製の雪上王位)がそれぞれ物資・機材

を慾引した。

この隊列中特徴的なものは

1) Rolie Trailer (第8図)

直径約 1.5m，太さ 1mのゴムタイヤ¥lY愉台主主で，タイヤが燃料タンクを兼ねている。タ

イヤ 1本の容量は 500ガロン(ドラム缶 10本)，全四輪で 2000ガロンの燃料を収納した。各

Sno-Catへの給油は，エアコンプレツサ戸による空気置換で行なわれ， 2000ガロンの燃料は，

3台の Sno-Catによる後述の旅程で 1カ月間の行動に十分であった。月 1回，最寄りの基地か

ら飛行機が飛来して (R4D，4~6 便，着陸)タイヤ lζ 給油した。

合主主は幅約 3m，長さ約 6mで5t程度の荷物が積まれた。 この状態で RolieTrailor 

の接地庄は Sno-Cat(80 g/cm2)よりはかなり大きく，人間 (300g/cm
2
)より少し小さい程度であ

った。

第 7函 Byrd基地出発直前の EHT隊列

(編成は出発後策9表のように変えられた)

各 Sno-Cat(743型)の牽引は，左から l号車(クレパス探知機付):食鴬車，地震用
ドリノレ車，食糧橋2台 3号車:修狸工場車，雑物資犠，燃料棒 2号車 RolieTrail巴r

第 8図 Rolie Trailerを宝伺|する 743D型 Sno-Cat(APT 1号車)

r U. S. Geological Surv巴y
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走行性能は，堅雪(表同君主il支が 0.3 以上のJ~合)では， そりよりかなり早く走ったが，表面

密度 0.2 以下の ilg、 i~J守ではタイヤの沈みこみが大きく， 30cm 以上沈む場合lζは， 1台の Sno-Cat

では隼引不能となることもあった(そりが索引不能となった乙とはなかった)。

2) クレパス探知器(第 7図)

構造的には， Sno-Catの前に扇形に張出した!腕木の先端lこ装着された 4個のアルミニウム

製椀型電海と， f操呆縦Ni似i1i

2つの発振電i騒掻で積吋内lに乙 20∞Oc/sの交流電j場zを作り，他の 2つの電位電極が積雪内の変位
電流千百度の変化を監視している。クレパス(又は異物)があると積雪内の電場が歪み，その結果

生ずる電位電極間の笥圧変化が増幅器を通じて!警報器をl鳴らす。 LittleAmericaでは，積雪中

lこ埋没した建物の所在を探知した例があるが，雪而がサスト jレギなどで粗い場合lζは，雑音レ

ベJレが高くなりクレパスの探知は悶難であった (APTでは，探知器は使用されなかった)。

我々の遭i邑したクレパスの現われ方は，

( i ) 完全に口を聞いているもの。

(ii) 薄いスノ{ブリッジがかかっているが，クレパスの存在の判るもの(第 9図)。

(iii) 余り厚くない積当'に覆われ，且つ形跡の全く認められないもの(第 10図)。

(iv) 非'lr~ ?，ζ厚い積雪で完全lζ覆われてしまったもの。

このIC¥J，最も危険なものは (iii)である。

3) 居住性-Sno-Catと食堂車

長期間の野外活動lこ於ける居住性は，行動一般にとって極めて重要な，基本的問題である O

アメリカ隊の工I'iJI湖編成はこの点，橋地野外周として実用的な効果をあげていた。

トラパースに使用された雪!こ車は，いずれも TuckerSno-Cat社 (Medford，Oregon， USA) 

製のものであった。使用車は，

Ellsworth Highland Traverse : 

Model 743 Sno-Cat (ガソリンエンジン)(第 7図)

Antarctic Peninsula Traverse : 

第9図 クレパスー(ii)型
(EI-IT空中偵察， 1960年 11月12臼)

第10図 クレパスー(iii)型IC::前輪が落ちこ
んだ Roli巴Trailer(APT， 1962モド2月3日)
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Model 743 D Sno-Cat (ディーゼソレエンジン)(第8関)

Model 743の諸元は

会長 6.5m 

全幅 2.5m 

全両 2.6m 

主量 3.7 t 

燃 ~!t 1哩/ガロン(トラパース装備)

両型とも， 2人用の居住性をそなえ(車鞠後半の両舷l乙机又は戸初!とベットがとりつけら

れている)，地雇用車は居住性を 1人用として，地震・主力測器が内装されていた。 743D型iと

は燃焼式ヒ F タ{がとりつけられていた。

食堂車は，断熱パネlレの箱をボギー棒にのせたものであり 7人が同時に調理・食事をす

るととができた。内部には重油ストーブ(慢房)とガソリンストーブ(調3:tPJがとりつけられ，又

天;)¥:にとりつけられた水槽は室温で雪を融かして水を作った。

これらの居住性は，悪天候に際しての生活を心盟国，実際而で谷易にしたことは勿論であ

り，毎日のキャンプ設~~g，撤収の労力と時聞を省いて観測活動の能率を上げたものと言える。

卜ラパース (OversnowTraverse) 

Ellsworth Highland Traverse (EHT)， Antarctic Peninsula Traverse (APT)の概要を(第9

表，第14図)に示す。

ぶ|人員| 出 了|判長副総ザ トラパース前後

E 7 1961-11-14 1961-2-11 89 2，250 km 
トラパース終了後，全車編は

H 
45km Camp Minnesota Kデポ.

Camp 日 4日
T 6 Byrd基地 Minnesota* 間 (1，215浬) (24浬) 人員のみ R4DでByrd基地

へ撤収.

A 1961-11-30 1962-2-5 68 
R4 D，C-130でCampMinn.

P 7 Camp CamSkp i 
日 20日

1，684 km 52 km 集結，出発

T Minn巴sota Hi料 問 (1，050哩) (32臨) Camp SkiHiで車輔デポ.人
員は C-130で撤収.

* 1960-61の夏， Minnesota大学の Jones山塊地質調査用に建設された。 翌夏， APT出発後，若干の物

資と共に掲棄された。
料 1961-62の夏，夏期研究基地として設置された。翌夏 Eights基地がこの地点lζ建設された。

EHTとAPTでは，車輔計器及び日程のちがいから， 1日の行程もちがった (EHTはnau-

tical mile一浬， APTは statutemileー哩を用いた)。次に EHTの場合の行動を示すが， [ 1内

の数字は APTの場合であり， ( )内の数字は概算m値を示す。

1) 午前 6時:起床，朝食

2) 午前7時:1， 2号車が高度計 (Aneroid)の読合わせ(零点補整)を行ない 1号車のみ!IJ

発。標準速度は 5mile/hr. (8 km/hr.)程度。
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走行性能は妥当(表而密度が0.3問、 tの場合)では， そりよりかなり阜く走ったが，表面

密度 0.2以下の軟常でi土タイヤのわtみこみが大きく， 30cm以上沈む場合には， 1台の Sno-Cat

では牢引不能となることもあった(そりが筆引不能となった乙とはなかった)。

2) クレパス探知器(第 7~l) 

構造的には， Sno-CatのI誌に扇形lこ張出した!腕木の先端に装着された 4個のアルミニウム

製腕型電憾と，操縦lr'i~横 lことりつけられた，発振器・増幅器・記録器・得報器から成っている。

2つの発掘電j廷で砧一号内lこ200c/sの交流電場を作り，他の 2つの電位電極が積雪内の変位

電流密度の変化を院制している。クレパス(又は異物)があると積雪内の電場が歪み，その結果

生ずる電位電板間の電j王変化が増幅器を通じて腎報器を鳴らす。 LittleAmericaでは，積雪仁1]

lζ埋没した建物の所在を探知した例があるが，雪市がサストノレギなどで粗い場合lこは，雑音レ

ベlレが高くなりクレパスの探知は困難であった (APTでは，探知器は使用されなかった)。

我々の遭遇したクレパスの現われ方は，

(i) 完全に口を開いているもの。

(ii) 薄いスノーブリッジがかかっているが，クレパスの存在の判るもの(第 9図)。

(iii) 余り厚くない積雪に覆われ，且つ形跡の全く認められないもの(第 10図)。

(iv) 非常:(ζ厚い積雪で完全l乙覆われてしまったもの。

このrll，最も危険なものは (iii)である。

3) 居住性一Sno-Catと食堂車

長期間の野外活動l乙於けるj苦住性は，行動一般にとって極めて重要な，基本的問題である。

アメリカ践の車柄編成はこの点，極地野外用として災F目的な効果をあげていた。

トラパ戸スに使用された雪上東は，いずれも TuckerSno-Cat社 (Medford，Oregon， USA) 

製のものであった。使用車は，

Ellsworth Highland Trav巴rse:

Model 743 Sno-Cat (ガソリンエンジン)依存 7図)

Antarctic P巴ninsulaTraverse : 

第9図 クレパスー(ii)型

(El:-ITgt:中偵察， 1960年 11月12日)
第 10図 クレパスー(iii)裂に前輪が落ちこ
んだ RolieTrailer (APT， 1962年2月3臼)
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Model 743 D Sno-Cat (ディーゼJレエンジン)(第8図)

Model743の諸元は

全長 6.5m 

1I': IPi~ 2目5m

全日 2.6m 

重量 3.7 t 

燃 i(Jl 1哩/ガロン(トラパ戸ス装備)

両型とも， 2人用の居住性をそなえ(車輔後半の両舷に，机又は戸棚とベットがとりつけら

れている)，地震用車は居住性を 1人用として，地震・主力測器が内装されていた。 743D型に

は燃焼式ヒータ戸がとりつけられていた。

食堂車は，断熱パネルの箱をボギF 爆にのせたものであり 7人が同時に調理・食事をす

ることができた。内部l乙は重油ストーブ(暖房)とガソリンスト戸ブ(調四)がとりつけられ，又

天引にとりつけられた水槽は室温で雪を融かして水を作った。

これらの居住性は，悪天候に際しての生活を心理市，実際而で容易lこしたことは勿論であ

り，毎日のキャンプ設白，撤収の労力と時聞を省いて観測活動の能率を上げたものと言える。

トラ1'<ース (OversnowTraverse) 

Ellsworth Highland Traverse (EHT)， Antarctic P巴ninsulaTraverse (APT)の概要を(第9

表，第 14図)に示す。

パ己|人員| 出 了|叶副総距離l輔| トラパース前後

E 7 1961-11-14 1961-2-11 89 2，250 km 
トラパース終了後，全車輸は

H 
45km Camp Minnesota lCデポ.

Camp 日 4日
T 6 Byrd基地 Minnesota* 間 (1，215浬) (24浬) 人員のみ R4DでByrd基地

へ撤収.

A 1961-11-30 1962-2-5 68 
R4 D，C-130でCampMinn

P 7 
1，684 km 52 km 集結，出発.

Camp CamSKp I 
日 20日

T 孔1innesota Hi料 閑 (1，050哩) (32阻) Camp SkiHiで車輔デポ人
員は C-130で撤収.

* 1960-61の夏， Minnesota大学の Jones山塊地質調査用1c建設された。 翌夏， APT出発後，若干の物
資と共に措棄された。

料 1961-62の夏，夏期研究基地として設置された。翌夏 Eights基地が乙の地点lC建設された。

EHTとAPTでは，車柄計器及び日程のちがいから， 1口の行程もちがった (EHTは nau-

tical mileー浬， APTは statutemile一哩を用いた)。次に EHTの場合の行動を示すが， [ 1内

の数字は APTの場合であり， ( )内の数字は概算m値を示す。

1) 午前6時:起床，朝食

2) 午前7時 1，2号車が高度計 (Aneroid)の読合わせ(零点補整)を行ない 1号車のみ出

発。標準速度は 5milejhr. (8 kmjhr.)程度。
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第11図 Ellsworth Highland Traverse (EHT)及び

Antarctic Peninsula Traverse (APT) 
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1/3浬 (617m) [1/2哩 (805m)]進行停に高度計を読みながら 3浬(約5.6km) [4哩(約6.4

km)]進行して停止， Short Stop (以下 SSと略記)-1の標識放を設置。

3) 無線通信により， キャンプと SS-lで高度計と地磁気の同時観測(前者からキャンプと

S5-1の高度差をiJlti定し， トラパース・jレートiζ治った青田高度のプロフィノレを求める)， :w:力，

サストノレギ， ラムソンデの測定が行なわれた。

4) 1号車は高度計を読みながら SS-2に進行。 2，3号車も同様にして 1号車の轍を辿っ

てSS-lに進行。

5) SS-2， -1聞で前記3)と同様な同時観測を行なう。以下乙れを繰返し， 1号車と 2，3号

車は 3浬[4哩]の距離を保ったまま 1日の旅行を続ける。

6) SS-4では，天測と気象観測を行なう。

7) SS-8が，その日の CampStationとなり，各観測が行なわれる。 2号車が CampStation 

k到着した時，再び 1号車と高度計の読合わせを行ない，器差を記録する。

8) 針路は，天測によるキャンプの位置と，地磁気偏角の測定結果から，磁気方位で与えら

れた。

9) 毎夜，所定交信時聞に，キャンプの位置，気象データ，当日の行動を最寄り基地に報告

した(通信機は AN/GRC-9)。

Camp station:daystop or nightstop 
5.5. short stop 
h alti tude difference 

，-1一一-LJ宇ナτ=十三
AどfP3

Camp stali。η勺 i
5，5，8 

5.5.-7 h-8 A_ー」

ー一ーム4ヲ工E士士主ん 24mil • ...，..岬 22ιa
21 

Observαtion 

Altimetory V3mile interva! 
Altimetory 55 
Geomagne t ism 
Gravity 
R色町、sonde
5astrugi 

第12図 トラパースの一日行程

観測

EHT及び APTは共に GeophysicalTraverseであり，次の各観測が行なわれた。

1) 標高測定 (高度差測定)

2) 氷厚測定 (人工地震)

3) 岩盤内の地震波伝播速度測定

4) 年間積雪量測定

5) 積雪構造の観測

6) 年間平均気相測定

7) 雪面観察・卓越風の方位観測

8) 気象観測

9) 重力測定

10) 地磁気測定

(グ)

(断面観測)

(グ)

(10m雪温)

(サストノレギ)
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11) 遭遇した山塊・ヌナターク等の{立iPJ:iJll日誌

各毎日以IJは

1) 移動 1:11

2)-6): Camp Station 

7)-10) : 移動rll及び CampStation 

11) 11追 l時

に行なわれた。気象観測は，定11告に手空きの者がした。

203 

Camp Station は， 24浬 (44.5km) [32 nm (5l.2 km)J毎lζ作られ， day stop (2泊1日滞在)と

night stop (1泊)があった。 nightstopでは，午後到着してその夜の中に全観測を終了し，翌朝

次の CampStation に移動する。 daystopでは拡張観測が行なわれ，ブリザ{ド停滞以外には

特別の休養日は設けられなかった。 nightstop 1又は 2(こ対して， day stop 1の割合で Camp

Stationが設けられた。

J欠{ζ雪氷観測について概IIJ与を述べ

る。

A. 移動I11の観測 (ShortStop (こて)

1) サストルギによるが越風のブb'{3'L

の矧訊.U。年間積雪量が少なく，風

の強い場所では，サストルギは!-;:(

越風の方1Ii](こ従って作られると考

えられる。

2) ラムソンデによる結べ;成田状態

の観察。 ラムソンデにより，
第13図 サストノレギ。卓越風の方向は友→右

内部の夏期屑(機械的lζ弱い)と冬期間(怪い)の深さを観測し，年間積雪深を観察する。

B. 停滞観測 (CampStation iこで)

1) 表而観測

(i) サストルギ

(ii) ラムゾンデ

2) ~)i'而餓測 (Pit work) 

断面観測用のたて穴は略々l.5mx2.5mで，深さは

night stop: 2 m 

day stop: 3 m 

を142dょとした。

(i) 雪組の鉛斑分布 10cm間|札ダイヤノレ担j主計使用。

(ii) 密度の鉛誼分布 SIPRESnow Kit による測定。サンプラ{は内径 6cm，容積 500cc

の軽金属円筒で，水平サンプリングが標準方式。

(iii) 粒度分布
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(iv) 層構造の観察 (Stratighraphy): 色水

法， N:度・密度・使度の鉛直分布などに

より層構造をしらべ，年輪(AnnualBoun-

dary)を決定して，年間:[11'%71<.註の測定。

3) ボ{リング

たて穴の底から，雪而下 10mまでボ{

リング (SIPREHand auger使用，所要時

間 1~1.5 時間)

(i) 抵抗寒暖計lこより，雪而下 10mの雪

話l(T10)を測定し，年間平均気iAtを観測。

(ii) ボ{リングでf%取されたスノ{・コア

ーにより，砧i='守派fif5の陪梢造の観察と，

j判定分布のiltiJ定。

食事

車'1州差別のない限 1)，原則として機械担当

員がコックを兼ねた。

朝食:ホットケ{キ，フレンチトースト類 第14図 断而観測とボーリング

ハム，ベ{コン，ソ{セ{ジ， giJ類，コーヒ~，紅茶，ジュース類

肉食:(移動しながら)朝食!と?のホットケ{キ類，缶詰(肉，果物，野菜，スパゲテイ~)

コーヒ戸，キャンディー

夕食:ビーフ，ポ{ク， y，(J矧(冷凍)，ス戸プ，野菜 (1:り果又は冷凍)，パン， α米類

コ{ヒ~，紅茶，果物(缶詰)，キャンディー Jtl

IV.越冬

毎年2月20日前後{こは， McMurdo以遠の飛行機使は打切られ，内陸各基地は越冬休勢lこ

入った。 2月末lこは，緊急用越冬飛行機 (R4 D， Otter，へリコプタ戸若干)を McMurdoiこ残し

て，全航空機がニュジーランドに引揚げ， アメリカl乙帰った。 3月始めには最後の輸送船が

McMurdoを離れ，全基地が舷冬に入る o 冬期間各基地は，ラゾオ連絡以外完全に孤立状態に

おかれた。 (ilij述， 1961年4月の Kuperov救出飛行は例外的な緊急措買であった。)

1961年迄lこ， F羽根で越冬したアメリカ賊ttの数は 1419人(軍・民)iζ上るが， 61年lζ各基

地で越冬した人民は次の通りである(第 10表)。

又，この冬期間の観測項目は次の通りであった(可=は Byrd基地で行なわれたもの)。

'1K 

G
引
叩

企
J

快オ戸ロラ 士山

持イオン腐

決気 象

勺也磁気

勺也 j芸

氷

質

生 !陶
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第 11表 Deep Freez巴-61のアメリカ隊越冬人員 (1961年冬)

g 南極点 Byrcl Hallett I McMurclo I Wilkes 
科学者

J1![ 人持

* 支援要員
制 ニュージーランド叉はオーストラリア隊員を含まない人数

言i

41 

189 

230 

205 

各観測ì\tíl~は毎月基地停にまとめられ，ラジオ通信で， Washington D. C.の USARP本部

lζ報告された (SituationReport， SITREP)。

Byrd基地越冬

筆者は 1961年， Byrd 基地で越冬して雪氷観測を行なった。

第15図 Byrcl装地会崇(雪面上)。建物は左からオーロラ観測室，レーウイン塔，
観測気球発進i答。{也の建築は全部雪面下に埋められている

1) Byrd基地 (790591S， 1200011 W，標高 1515m，氷厚 2500m) 

Byrd基地は 1956年末， IGY 観測基地として建設された。氷冠上1m融雪地域では，建築物

が飛雪と吹泊りによって忽ち血没される乙とを考慮し，オーロラ観測室， レ{ウイン塔，高層

気象協測の気球発進j苓以外は，ずべての建築物を雪而下約3mの深さに直接埋め乙み，各建物

をトンネ/レで結んだ(第16図)。この構築方式は，積雪の荷主 (1961年lこは墓地直上の積雪深が

約7m)と， Ì').;降力の影響を直抜うけるため建物の破域が著しく進行し，建設後満 5 年で1)~棄せ

ざるを得ない状態になった(第17図)。しかし，極地lζ於けるι守間下基地の優位性が十分認めら

れたので， New Byrd基地構築にはグリ{ンランドの CampCentury 方式が採用された(第

18図)。

De巴pFre巴ze62の夏期間 (1961-62)に，すべての観測計闘・人員・機材は NewByrd基地

lこ移され， Old Byrdは閉鎖地棄された。 NewByrd基地は OldByrdの東方約6mil巴である。



206 

A:正面入仁1(冬期坦!俊)

B 洗商所 (Bathroom) 

CS:木主主主

D:写真!寝室

E:緊急避難口
ET:弱冠工作室

清水弘

1川↑1削1::'1~竺コ7士三………s).'J -:--~- 5υrfαce construction 
1:1 ( 
J ''¥ : ' " 5now 

Eヨ Ladder

F 燃料タンク(ゴム袋 Med:医務室

Gen:発電室 Met:気象観測室

日ハッチ Racl:通信主主

10 :イオン屑物理学研究室 S:地 震

L:ラウンジ T トラパースオフィス~雪氷

Mech:機械工場 W: Jを水機

第 16図 Byrd基地見取際|

第 17図 Old Byrd墓地。主通路天井の破壊

(積みあげたドラム缶は補強用の柱)

第 18函 New Byrd 墓地。 McMurdoIと次

いで原子発電が予定されている
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Byrd基地lζ於ける気象条件は

年間平均気出 -28.20C 

主I夜ヨーヲl'ゲリ島メ¥1}日III OOC 

最低気温 -69.80C 

年間平均風速 7 m/s 

最大風速 35 m/s 

卓越風方位 NNE 

等の記録がある (DeepFreeze-61)。

又， 1961年の Byrd基地の昼夜図を(第 21図)iこ示す。乙れによると

最初の日没 2月27日

最後の日没

極夜

Midwinter day 

最初の日出

4月19日

127 1]間

6月21日

8月25日

最後の日出 10月17fl 

太陽が常に地平線より

上にある日

2) 人員と生活

132日間
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1961年の Byrd基地越冬は 10人の研究員と 10人の支援要員(海軍)によって行なわれ

24:00 
UJ 

E 2mo 
16:00 

12:00 

B:OO 

4:00 

00:∞ 
Jon 

First 
sunset 

Daytime 

Lαst 
sunset 

Midwinter 
doy 

First 
sunnse 

第 19図 Byrd基地の昼夜図 (1961年)

Last 
sunnse 

D αytime 

1961 

Nov Dec 

DATE 

Daytime 太陽が地平線より高い
C: Civil twilight (常用薄明九日夜後太陽高度が_60 までの薄明。たそがれ時。
地形，物体が明僚に認められる

N: Nautical twilight，太陽高度は_60_ ー120。満月の夜の明るさ。近くの物体
はかなり明瞭に認められる

A Astronomical twilight (天文薄明)，太陽高度はー120_ ー180。殆んど暗夜に
近く，極めて近い物体がようやく判別できる

Nighttim巴: 太陽が地平線下 180以下lζtむんだ場合。暗夜
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た。その人員構成は

Lt. D. R. Walk 軍医・基地司令官

N. Benes 気象・ ScientificLeader 

T. Baker // 

M. Goorhigian グ

C. ]. Garczinski グ

T.]. Holmes グ

K. E. Marks イオン層

G. Angus F 

L. ]. Victor オーロラ

D. M. Perkins 地磁気・地震

清水 守よ s三二ヨ号 ヌ>k

C. H. Kirby 通

W. Berry ，グ

]. Vito 苦言 電

R.E.Gri伍th コ ツ ク

E. E. Sweat '竜 気

G. B. Gierloff 建 築

F. E. Ford 機 械

R. R. Mickler ドライノイー

R.].O'Neil 配管・燃料

基地生活の日課:

月曜日一金曜日(平日)

7; 00-7; 30 朝食

12; 00-13; 00 昼食

17; 00-18; 00 夕食

19 ; 00-21 ; 30 映画

(金曜日午後:基地内整備点検)

土曜日(半休)

食事時間は平日と同じ

USN* 

USWB 

F 

NBS後後

，グ

AINA州勢

USCGS 

osut 
USN 

F 

F 

F 

USN-CBtt 

F 

グ

F 

F 

18; 00-24; 00 Happy time (娯楽時間， Liquerと映画)

* U. S. Navy 
料 NationalBureau of Standard 
*** Arctic Institute of North America 
t Ohio State University 
tt u. S. Navy司ConstructionBattalion，海蜂隊
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日曜日(休日) . . 
. 
. . 
. 9: 00-12: 30 

Brunch (Breakfast兼 Lunch

の意。各自調理，

養)

コックの休

. 
画映

タ

13: 00-15 : 00 

. 食17: 00-18: 00 

Main Accumulation Areロ

. 画

この日課は，特に研究員に対しては余

り拘束力をもたなかった。

越冬中の共通作業は，食堂助手

(各自月 1，2日)，基地清掃(週1回)，主

燃料タンク補給作業(越冬中 1回)など

映19 : 00-21 : 30 
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があった。

定期健康診断は行なわれなかっ
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Byrd基地にはアマチュア無線局
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..0. 

も九.….  
、て‘つ
¥G  
ι 
っ
す

Glaciology laboratory 
Snow temperature 
(1m ~17m) 

(lQan-3Ocr吋
Driftsnow guage 
Localαccumulation 
area 

Entrance of the 
station 

。(KC4 USB)が設置されて居た。

リカの法規では通信文の送受信が認め

られて居り，無免許者の極地一本国交

信が黙認されていたので，隊員は通信

計画を作って家族と直接又は間接l乙交

信する乙とができた。筆者は K2KG

J.爪t1r目 JuliusMadey， Clark， New Jer-

sey， USA)を通じ，通信文によって日

本と連絡をとることができた。

アメ

G.L. 
T-l 

3) 雪氷観測

越冬期間中欠の諸観測が行なわ T-2 

Drift 
1-6 

積雪量

基地の東北約2kmのMain

Accumulation Areaで標準積

れた。

(i) 

E 

Byrd基地IC於ける越冬雪氷観測 (1961:年)

a. 

雪量の測定(月 1回)。

b. 基地附近で徴地形と風の，局地的積雪量l乙及ぼす影響の観測(週1回)。

第20図
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(ii) 雪 ;且

a. よ!?而←ド1.5m， 2 m， 3 m， 5 m， 9 m及び 17mの1:":刊日測定(週 1回)。

b. 'C守百j下 10cm， 20 cm， 30 cm の l:f~?lÆl 測定(気象観測民の協力を得て， 411寺間旬ーの

観測)。

(iii) 飛吟

a. 飛雪計を作り，パミ面条件，風速と飛雪密度の鉛直分布の関係を観測(飛雪11寺)。

b. 影写真による飛雪粒子と降雪結品の比率観測。

(iv) Ellsworth Highland Traverseの1116浬地点で採取した Snowcoreの薄片観察(表

百から 6mの深さまで)。

(v) 降雪結晶の観察(降雪時)。

(iii)， (iv)， (v)のために基地の東方約300miとSno-Catをおいて研究室とし，悪天候での往

復を安全にするために基地入口との聞に誘導索を張った。誘導索;は MainAccumulation Area 

の入口との聞にも張られた。

V.むすび

以上アメリカ合衆国の南極地域l乙於ける活動状況を，その歴史的背景及び、技術的実際面か

ら概観した。アメリカの南極地域活動の立義は，既lこ探険期を了えて，科学調査・観測となっ

ている o IGY観測j基地問は， SCAR勧告により永年基地として増強され，アメリカ合衆国の

南極調査は永続体勢に入って年々拡張されている。
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